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活動名 イングリッシュウォークラリー（所外） 

活動概要 

イングリッシュウォークラリーは「コマ図」をたよりにリーダーによる英語の指示を理解しながらコースを歩き、得点や

タイムを競うゲームです。ポイントに問題を設定することもできます。自然を感じながら、各グループで協力しながら活動

します。 

育つ力 
積極性 コミュニケーション能力 協調性 やり抜く力 

学ぶ力 道徳観 公共心 

諸条件 

場  所 交流の家周辺 対  象 小学生～大人 

所要時間 １～1.5時間 人  数 何名でも可 

時  期 全シーズン 天  候 荒天時不可 

活動の 

教育的効果 

（１）グループの代表（指示をする人）がコマ図を見て、仲間に英語で道案内をすることで、英語での道案内を理解するこ

とができます。 

（２）グループで指示された意味を理解しながら、所外を歩くことで、道案内をする英語のキーワードに慣れ親しみなが

ら、コミュニケーション力をつけることが期待できます。 

準備 

するもの 

団体が準備するもの 交流の家が貸し出すもの 

□個人：筆記用具、時計、帽子、水筒、必要に応じて雨具やタオル等 

□団体：救急バッグ、グループ名簿、緊急連絡網等 

□グループ：コマ図、バインダー、ビブス 

□団体：緊急連絡用無線、トランシーバー

（必要に応じて） 

活動内容 

（手順） 

時 間 項 目 内   容 備  考 

事前 
グループ編成と 

ミーティング 

□事前にグループ編成を行う。 

□指示をする人、指示をする順番等を決める。 

コマ図準備のため、事前

にグループ数を報告して

ください。 

15分 
活動方法の説明と 

安全指導 

□軽くウォーミングアップを行う。 

□コマ図を各グループに配る。 

□活動の方法を説明する。 

□安全に関する注意を行う。 

 

60～90分 活動 

□一斉、または時間差をつけて出発 

□指示者は英語でグループに道案内をする。 

□指示者を交代して道案内をする。 

□出発前にトイレを済ま

せる。 

15分 集合・片付け 

□メンバー全員を確認する。 

□目的や活動方法に応じたグループミーティングﾞを行

う。 

□貸出物品を返却する。 

 

想定される

リスク 

□天候の変化による事故（濃霧による迷子、雨による路面転倒、落雷等） 

□疲労や集中力不足の事故（信号無視による接触事故、走行車両の見落とし、熱中症等） 

□道路環境による事故（側溝への転落、曲がり角での事故等） 

□人的要因で起こる事故（車道に広がっての接触事故、ふざけての事故） 

指導のバリ

エーション 

□規定コースの各ポイントにオリジナルの問題を加える。 

 例：「How many table are there?」「What color is this?」 

「How do you say in English?」 

備考 
□団体へデータを送ることで、１人１部問題を手にすることが可能です。 

 （プリントアウトは団体で対応） 
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イングリッシュウォークラリー（所外）のコマ図（3.5ｋｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


